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モビリティを考えようモビリティを考えよう

米国市場とパワートレイン ２０２６年上半期

Ford F-Series
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 EVの販売比率が2025年9月をピークにして下落を始めているのはトランプ政権に
よるEV購入補助金（連邦税額控除）の完全撤廃とその前の駆け込み需要による

 一方、HVの比率は2026年1月から上昇に転じている
 2026年6月時点で純エンジン車(ICE)の販売比率は77.6%と世界主要市場で最大
純エンジン車とHVで新車販売の93％を占める世界の巨大市場でユニークな存在。純エンジン車とHVで新車販売の93％を占める世界の巨大市場でユニークな存在。



全米2026年上半期 量販ランキングとパワトレ内訳全米2026年上半期 量販ランキングとパワトレ内訳

3

 Chevrolet SilveradoとGMC Sierraは兄弟車。共にディーゼルも用意
 Toyota RAV4は新型へのモデルチェンジ過渡期への調整により販売台数が落ちた
 Nissan Rogueのエンジンは1.5L直列３気筒可変圧縮ターボ

⻩⾊は販売主⼒パワトレ

広大な国土と生活様式がピックアップトラックを必要とする市場を形成し堅牢なパワ
トレを必要としている。一方でモデルYのような卓越したEVも求められている。
広大な国土と生活様式がピックアップトラックを必要とする市場を形成し堅牢なパワ
トレを必要としている。一方でモデルYのような卓越したEVも求められている。
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全米2026年上半期 ブランド別量販ランキング全米2026年上半期 ブランド別量販ランキング

 ブランド別ではトヨタがトップとなるが、企業・アライアンス別ではGMがトップ
 トヨタやホンダ、現代自のようにHVを中心に多様なパワートレイン選択肢を用意
したブランドがシェアを伸ばしている

販
売
台
数
、
台

 2026年上半期時点で日産のパワトレ構成は1.5L直3VCターボ, 2L直4、3.5LV6、
3.8LV6と多様だがすべてガソリンエンジン。アメリカ人が好むV6エンジンに支えら
れた面はあるが、HV （e-POWER）投入は2026年後半からとなり遅れが否めない

日本車のシェア 38.7%日本車のシェア 38.7%
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全米2026年上半期 EV量販ランキングトップ１０全米2026年上半期 EV量販ランキングトップ１０

 テスラはトップ２の座を維持

 トヨタbZは販売台数が約90%増加し、
トヨタは米国内EVメーカー上位５社
に躍り出た。レクサスRZも販売台数
が約100%急増

 現代アイオニック５は米国で最も
人気のあるテスラ以外のEVとして
の地位を確立、維持している

全米でのEVの販売はテスラモデルYを除いて桁違いに少ないのが現状。全米でのEVの販売はテスラモデルYを除いて桁違いに少ないのが現状。
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全米２０２６年上半期 量販車全体とEV量販モデルの販売台数比較全米２０２６年上半期 量販車全体とEV量販モデルの販売台数比較

量販車全体ランキング量販車全体ランキング EV量販車ランキングEV量販車ランキング
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テスラモデルYを除い
て全米におけるEVの
販売台数は純エンジ
ン車やHVに比べて圧
倒的に少ない。しか
し⻑期的視野に⽴ち
今の段階でこそEVの
ラインアップを増や
しておくことが重要。

テスラモデルYを除い
て全米におけるEVの
販売台数は純エンジ
ン車やHVに比べて圧
倒的に少ない。しか
し⻑期的視野に⽴ち
今の段階でこそEVの
ラインアップを増や
しておくことが重要。
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 カリフォルニア州でもトランプ政権によるEV購入補助金（連邦税額控除）の完全
撤廃とその前の駆け込み需要により2026年からEVの販売比率は約6ポイント低下

 2026年6月時点で純エンジン車(ICE)の販売比率は59.7%と欧州5大市場に比べて高
いレベルにある
カリフォルニア市場では今までEVが主導してきたが今年になってHVが主導する
形へと変化した。
カリフォルニア市場では今までEVが主導してきたが今年になってHVが主導する
形へと変化した。
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カリフォルニア2026年上半期 電動車量販ランキングとパワトレ内訳 （１）カリフォルニア2026年上半期 電動車量販ランキングとパワトレ内訳 （１）

割合モデル数
56%14日系
24%6 (内Tesla 3モデル）米国系
20%5韓国系

割合モデル数パワトレ
72%18HV

28%7EV

カリフォルニア市場ではHVに強い日系が圧倒的な強さを発揮している。カリフォルニア市場ではHVに強い日系が圧倒的な強さを発揮している。

電動車ベスト２５に日産モデルは入っていない。電動車ベスト２５に日産モデルは入っていない。

（数値出所）California Auto Outlook 2026
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量販ランキングに出てきたEV量販ランキングに出てきたEV

カリフォルニア2026年上半期 電動車量販ランキングとパワトレ内訳 （２）カリフォルニア2026年上半期 電動車量販ランキングとパワトレ内訳 （２）

販
売
台
数
、
台

緑の棒グラフ

 2026年現在、Calif.市場はHVの急伸、EVの一時的な失速という過渡期を迎えている。
そんな中でもテスラのモデルYはトヨタカムリを抑えて圧倒的な強さを示している
今後しばらくはHVが主役の流れは続くが、連邦政府との法廷闘争はあるものの、
自動車メーカーはカリフォルニア大気資源局のZEV規制（2030年のZEV68％）を
無視できず、EVが再び緩やかに増え始めると予想される。

今後しばらくはHVが主役の流れは続くが、連邦政府との法廷闘争はあるものの、
自動車メーカーはカリフォルニア大気資源局のZEV規制（2030年のZEV68％）を
無視できず、EVが再び緩やかに増え始めると予想される。
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セグメントごとのトップ５に
入った日産モデル
セグメントごとのトップ５に
入った日産モデル

 2011年〜2013年にかけて日産「リーフ」は2万ドル台（補助金適用後）で手に入
るEVとして、カリフォルニア州におけるEV普及の基盤を築いた

 現在、カリフォルニア州における「リーフ」は電動車ランキング２５の圏外と
なっており、第3世代「リーフ」での巻き返しを注視したい

 カリフォルニア州でセグメントごとのトップ５入りを果たしている日産のモデ
ルはセントラ、キックス、アルティマの3モデルのみで純ガソリン車である。
HV投入の遅れが大きく影響している

販
売
台
数
、
台

日本車のシェア 44.6%日本車のシェア 44.6%
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テスラモデル Yの開発経緯と特徴テスラモデル Yの開発経緯と特徴
 2020年生産開始：ミッドサイズSUVの「モデルY」は、成
功したセダン「モデル３」と約7割の部品を共用して誕生

 量産体制の拡大：米国フリーモント工場から始まった生産は、上海、ベルリン、
米国テキサス工場へと拡大し、年間生産台数100万台超体制を確立

 モデルの大刷新を目指すJuniper Projectがスタート (2023年)

 フロントデザインを変えCd値を0.23から0.22に改善。航続距離が約5％向上
 すべての窓に二重ガラスを採用し、騒音を約20％低減
 シフト操作用レバーを廃止し15.4インチ画面内でのタッチパネルに集約

 ギガプレスの導入：部品点数を大幅に削減、軽量化と共に製造コスト・工数も削減
 バッテリーパックを車体骨格の一部に：更なる軽量化と車体剛性を強化
 テスラ・ビジョンへの移行：カメラのみで周囲を検知するシステムに変更
 足回りの改善：しなやかで快適な「コンフォートサスペンション」に変更
 コンピューターの刷新：従来の「HW3 (Hardware3)」の3倍処理速度が高い
「HW4」に変更

後輪駆動のスタンダードのモデルYは価格約4万ドル、航続距離約520km。世界で最
も売れているテスラモデルYの強みは「ちょうどいい」サイズ感、「スーパー
チャージャー」という圧倒的な充電インフラ力、継続的な商品アップデートに支え
られている。EVのベンチマークとしての地位を確⽴している。

後輪駆動のスタンダードのモデルYは価格約4万ドル、航続距離約520km。世界で最
も売れているテスラモデルYの強みは「ちょうどいい」サイズ感、「スーパー
チャージャー」という圧倒的な充電インフラ力、継続的な商品アップデートに支え
られている。EVのベンチマークとしての地位を確⽴している。
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世界主要市場から見た全米、Calif.の電動化の⽴ち位置 (2026.6時点）世界主要市場から見た全米、Calif.の電動化の⽴ち位置 (2026.6時点）

ICEの比率ICEの比率
HVの比率HVの比率

 全米はどこよりもICE車の比率が高く、Califはそれに次いでいる

 充電車率（新エネ車率）において先頭を走る中国までイギリス、ドイツ、
フランスはそれぞれ約16, 19, 22ポイントまで近づいている

 欧州は中国よりも電動化が進み、ICE車の比率は低いがHV比率は圧倒的に高い

新エネ車の比率新エネ車の比率
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（数値出所）Mobility Global。 2025,2026は筆者修正

 世界シェアは２０２５年に初めて日系が中国系に追い越され世界首位を明け渡した
 海外での販売を加速する中国系の世界シェアは今後も伸び続けると推測される
日本の自動車メーカーは世界シェア競争から距離を置き、「量ではなく質」「価格
ではなく価値」に軸足を定め、安全性・信頼性・耐久性に磨きをかける取り組みを
強化すべき。高級・専門・プロフェッショナル領域でのブランド価値の最大化こそ
が中国系との差異化につながる。

日本の自動車メーカーは世界シェア競争から距離を置き、「量ではなく質」「価格
ではなく価値」に軸足を定め、安全性・信頼性・耐久性に磨きをかける取り組みを
強化すべき。高級・専門・プロフェッショナル領域でのブランド価値の最大化こそ
が中国系との差異化につながる。
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まとめまとめ

 自動車市場としての全米は現時点でも純エンジン車が７割弱を占め、世界の主
要市場のなかで日本市場と共に特殊な存在となっている。

 全米、カリフォルニア両市場においては今、HVが市場を主導しているが、EVの
ラインアップも増えつつある。特にカリフォルニアでは連邦政府が否定し、法廷
で争われているZEV規制を自動車メーカーは無視できず、緩やかながらEVが増加
に転ずると推測される。

 ゼロエミッションを目指してかつては世界をリードしていたカリフォルニア州
でも純エンジン車はまだ4割を占め、純エンジン車比率が3割を切る欧州の主要
国（ドイツ、イギリス、フランス）より脱炭素に向けた動きに遅れが出ている。

 テスラのモデルYは全米、カリフォルニア共にモデル別量販ランキングで７位で、
EVでは断トツ先頭を走り続けている。いずれ全米・カリフォルニアで本格化する
EV競争ではモデルYをベンチマークとしての各社のEV開発競争になると予想する。

 全米市場では日本車は38.7%、カリフォルニアでは44.6%という高いシェアを占
めている。日本車にとってこの両市場は生き残りのための生命線となっているだ
けにEV化も含め、より戦略的・積極的なアプローチが必須となる。

 中国勢は世界各地で速さと価格と量を武器にシェアを伸ばしている。日本車は価
格と量との競争とは距離を置き、質と安全性・耐久性・信頼性に軸足を置いて競
争すべきで、全米・カリフォルニア市場はそれらを磨き上げる最適市場である。


